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平成 29 年３月期通期業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 
 

平成 28 年 11 月９日に公表の平成 29 年３月期通期連結業績予想と、本日公表の実績値に差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 29 年３月期通期連結業績予想と実績値の差異 

（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

百万円   百万円   百万円   百万円   円 銭

前回発表予想（Ａ） 
（平成 28 年 11 月９日発表） 

398,400 14,300 12,100 9,700 125.87

今回発表実績（Ｂ） 419,530 18,940 18,102 15,503 201.19

増減額（Ｂ－Ａ） 21,130 4,640 6,002 5,803  

増減率 （％） 5.3 32.5 49.6 59.8  

(ご参考）前期実績 

(平成 28 年３月期) 
425,522 △8,799 △9,546 △9,409 △122.10

 
 

２．差異の理由 

前回の予想は、下期平均の原油価格（ドバイ原油）を 45 ドル/バレル、為替レートを 105 円/

ドルの前提で策定いたしましたが、同期間のそれぞれの実績は、50.7 ドル/バレル、111.5 円/ド

ルとなりました。 

売上高は、原油価格の上昇および円安の進展により、製品販売価格が上昇し、前回予想より増

収となりました。また、損益は、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも前

回予想より増益となりました。要因としては、在庫影響（総平均法及び簿価切下げによるたな卸

資産の評価が売上原価に与える影響）の改善や、製品市況が想定を上回ったこと、更には期末（平

成 29 年３月末日）時点の為替相場による評価替えにより発生した、当社グループが保有する外貨

建資産にかかる為替差益等によるものです。 

なお、在庫影響を除いた実質ベースの損益は、営業利益相当額は 113 億円（前回予想比５億円

増益）、経常利益相当額は 105 億円（同 19 億円増益）となりました。 

 

以 上 


